
 

谷むらづくり協議会では、谷の魅力を発信し、移住者を呼び込むことを

目的に、今年も「ぬきいまつり」を開催します。 

出店は、谷居住者をはじめ、関連する方々を中心に考えています。農産

物（※１）や生産加工品、手工芸の販売だけでなく、趣味や特技を活かした

ワークショップも歓迎します。（例：将棋や囲碁対戦、竹馬作り、草履編みなど） 

谷地区を盛り上げるために、多くの方々のご協力をお待ちしています。 

 

※１ 協議会ブースにて谷地区で採れた野菜の販売を計画しており、現段階では生産者ご

と長机に野菜を置いた無人販売を予定しています。今後詳細を詰めていくため、出

店を検討される方は、最新の情報を担当者までお問い合わせください。 

 

日   時  令和６年１０月２６日（土）１０時～１５時予定 

場   所  谷小学校 

出   店  ３０店舗程度（応募者多数の場合お断りさせていただく場合があります） 

          ≪参考≫昨年度来場者：約１，５００人 

申   込  希望者は、申込書と出店要項をお渡ししますので、７月２４日まで 

に実行委員：佐藤（090-2852-2857）あて連絡をお願いします。 

    そ の 他  裏面の注意事項をよく確認してください 

谷の出店者には特性ステッカープレゼント！ 



 

≪注意事項≫ 

・ 出店料は売り上げの１割を徴収し、今後の村づくり事業に活用させていただきます。 

・ 来場者向け抽選会を予定しています。各店舗１点の商品提供をお願いします。 

・ 子どもが参加できるワークショップ（製作体験等）の出店も募集しています。 

・ 晴天時はグラウンドと体育館、雨天や荒天時は中止（少雨決行）します。 

・ 販売台として長机を貸し出すことができます（数に限りあり） 

・ 食料品は場合によっては保健所の許可が必要となるため、申請書の記入をお願いしま

す。なお、届出は実行委員が一括で代行し、申請に伴う手数料は出店者の負担を予定

しています。 

・ 食糧加工品販売には手洗い設備が必要となる場合があります。 

・ 食糧加工場所については、一部の地区公民館を開放する予定です。 

・ 発電設備を用いる場合は音楽演奏の関係上、場所を制限させていただきます。 

・ マイ箸・マイ皿持参の「ごみゼロ」を掲げますので、包装等の工夫をお願いします。 

・ 当日の物品搬入は７時～９時、片づけは１５時～１７時でお願いします。 

・ 出店者駐車場は近隣を予定しています。極力乗り合いにご協力ください 

・ 事故等の補償は市民活動保険でカバーしますが、対象が非営利目的（地域おこし等）

の方に限られますので、営利目的（食料品事業者様など）の方は各自で対応をお願い

します。 

・ 移住促進を目的としており、来場者からの問い合わせも予想されますので、売却や賃

貸を希望する谷の不動産情報をお持ちの方がいらっしゃいましたら予め地区自治委

員までお知らせください。 

 

 



 

 ご協賛、ご寄付のお願い 

 
いま、谷では子どもが減り、作り手のいない農地が増えるなど、多くの課題を抱えています。 

ぬきいまつりは、そんな地域の課題を解決するための手段としてはじまりました。 

ぬきいまつりは、私たちの谷むらを未来に引き継いでいくために大きな意義をもちます。 

 

しかし、まつりを継続し、文化として定着させていくためには資金面での自立が欠かせません。 

したがいまして、今回、以下のようにご協賛やご寄付を募らせていただき、 

いつか皆様の誇りとなるような、魅力にあふれたまつりを目指していきたいと考えました。 

皆様からのご賛同とご協力をお待ちしております。 

ぬきいまつり実行委員長 佐藤俊輔 

 

１ 募集金額  一口 3,000 円から 

 

２ 返   礼  第２回ぬきいまつりのメインコンセプトである「相撲」にあわせて、書家の方が作成する

特製番付表へ氏名の掲載（口数により氏名の大きさが変わります）をさせて頂きます。 

なお、番付表はまつりの広報としてチラシと一緒に各地で配布等をさせて頂きます。 

また、当日会場で寄付を募ったうえで、最終的に完成した番付表を、ご寄付頂いた

皆様あてに後日郵送させていただきます。 

 

３ 申し込み  令和６年７月３１日までに、佐藤（０９０－２８５２―２８５７）まで。 

または、お住いの地域の「谷むらづくり協議会委員」まで連絡をお願いします。 


